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1. 概要（Summary ） 
 超臨界 CO２と植物由来疎水性色素であるカロテノ

イドを溶解した有機溶媒を、同軸二重ノズルの内管と

外管から各々噴射して、均一混合することにより、溶

媒溶存色素を超臨界 CO２で貧溶媒化することで、従

来技術では製作が困難だった、疎水性色素のサブµm
粒子を作製した。また、水熱抽出した大麦に含まれる

機能性物質を、加圧水状態で高速噴霧することにより、

連続的にµm 粒子化することに成功した。 
 
2. 実験（Experimental） 
 その際、超臨界 CO２の物性が敏感に変化する、圧

力（8～12MPa）・温度（40～60℃）の条件域におい

て、得られるカルテノイド粒子の粒径分布との関連性

を電子顕微鏡観察によって把握した。また、有機溶媒

と超臨界 CO２の流量比も調整し、カルテノイドのサ

ブµm 粒子化に適した条件を解明した。 
 また、水熱抽出においては、抽出温度を 150～190℃
において変化させるとともに、流量も変化させ、粒径

分布に及ぼす影響を解明した。 
 
3. 結果と考察（Results and Discussion） 

カロテノイドの一種であるβカロテンの微粒子化

の結果を例に示す。微粒子化一定の場合、圧力上昇に

伴いβカロテンが微細化された。一方、温度を変化さ

せると、高温になるほど、より大きな結晶状態のβカ

ロテンが得られた。これは微粒子化を行う際の超臨界

CO2の密度に依存していると考えられる。超臨界 CO2

の密度が高いということは、有機溶媒と超臨界 CO2

の溶解度が高まることを意味するため、より急速に粒

子が析出・分離され、粒径の細かい粒子が得られると

考えられる。本電子顕微鏡観察により、当初の研究計

画を達成できた。 
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Figure 1. SEM image of carotenoid particles 
produced by Supercritical anti-solvent process at 
various temperature and pressure conditions. 
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